カーボン蒸着機簡易マニュアル
2016.11.4　　　　三宅　
2018.6.22 　     早川　

※後方の断面ポリッシャ装置にぶつからないように気をつけること
準備
1. 本体右下の電源スイッチがOFFになっていることを確認する。
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2. [image: ]チャンバー上蓋を開け、ガラスチャンバーを外す。
※ガラスチャンバーはシール面が下にならないように置き、
転がらないように注意する。
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3. カーボン棒の準備をする。カーボン棒は先端が平らな「固定カーボン棒」と先端が細い「移動カーボン棒」の 2 本を使用する。固定カーボン棒の接触面が平らになっていない場合は、サンドベーパーで研磨する。移動カーボン棒は先端の細い部分が 5 mm程度の長さになるように、カーボン削り器で削りだす。






4. 下図のように電極部にカーボン棒を取り付ける。まず固定カーボン棒を取り付け、次に移動カーボン棒の先端が、固定カーボン棒にバネで軽く押し付けられるように位置を調整する。
※固定ネジを強く締め過ぎるとカーボン棒が割れるので注意！
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5. 試料台に試料をセットする。
6. [image: ]試料台に膜厚測定用のタイルをセットする。タイルの片隅に少量のオイルを付けておくこと。（膜厚測定のため）





7. 試料台をカーボン棒に対して少し斜めに傾ける。（凹凸が多い試料）
[image: ]




8. ガラスチャンバーをセットし、上蓋を閉める。




[bookmark: _GoBack]
蒸着
1. 本体の電源スイッチをONにする。自動的に排気がスタートする。
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2. チャンバー圧力が 5 Pa以下になるまで待つ。（5分程度）
3. 通電テストを行う。
モード選択ボタンで［MANUAL］(ア)を選択。［TIMER］(イ)を 5 s、
［VOLTAGE］(ウ)を 4.0 Vに設定する。
［START/STOP］(エ)ボタンを押し、カーボン棒が赤熱することを確認する。
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4. 試料台のローテーションつまみをONにして、試料台を回転させる。
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5. カーボン蒸着を行う。
（注意）蒸着中はカーボン棒が白熱状態になるため、直接目で見ないこと
［TIMER］(イ)を 10 s、［VOLTAGE］(ウ)を 4.5 Vに設定する。（この設定値は、装置の状況、各自の成膜条件によって随時変更すること。TIMERは0~10s、VOLTAGEは0~5.5Vの範囲で設定可能。）
［START/STOP］(エ)ボタンを押し、カーボン棒が赤熱から白熱状態になると蒸着が行われる。
タイルの色を見ながら、目的の膜厚まで蒸着を繰り返す。
6. 蒸着が終了したら、試料台のローテーションつまみをOFFにして、試料台の回転を止める。
7. 本体の電源スイッチをOFFにする。
8. チャンバーが大気圧になるのを待つ。
9. 蓋を開け、ガラスチャンバーを取り外し、試料台の傾きを戻し、試料を取り出す。
（注意）カーボン棒など電極部は高熱になっているのでヤケド注意！触らない！
10. タイルの色で膜厚の確認を行う。膜厚の確認が終わったら、タイルについたカーボンとオイルをキムワイプで拭きとり、片付ける。

終了
1. ガラスチャンバーに付着したカーボンをエタノールとキムワイプで拭き取る。
2. チャンバー内部にゴミが落ちていないか確認する。
3. 10 分ほどしてカーボン棒が冷めたら、取り外して片付ける。
4. ガラスチャンバーをセットし、上蓋を閉じておく。
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